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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ディスクをフォーマットするための方法であって、
　光ディスクのクラスタに格納されたアクセス制御情報を読み出すことであって、前記ア
クセス制御情報はクラスタのタイプを示す識別フィールドを含むことと、
　前記識別フィールドに基づいてクラスタのタイプを判定することと、
　前記識別フィールドによって判定されたクラスタのタイプに従って前記クラスタのフォ
ーマット化プロセスを行うことと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記光ディスクは、クラスタの状態情報を格納し、前記状態情報は、未記録、再使用の
ために利用可能、無効、および有効のひとつとして前記クラスタの状態を示すことを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記識別フィールドは、未使用、以前使用されたが今は未使用、プライマリー、非プラ
イマリーのひとつとして前記クラスタのタイプを示すことを特徴とする請求項２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記クラスタがプライマリークラスタである場合、フォーマット化プロセス後に前記ク
ラスタの状態情報および識別フィールドを維持することをさらに備えることを特徴とする
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請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記プライマリークラスタ更新情報を前記フォーマット化プロセスに従って増加するこ
とをさらに備えることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記クラスタが非プライマリークラスタである場合、前記状態情報が前記クラスタを再
使用のために利用可能として示すように前記状態情報を変更することをさらに備えること
を特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記識別フィールドが前記クラスタを以前使用されたが今は未使用のクラスタとして示
すように前記識別フィールドを変更することをさらに備えることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項８】
　前記フォーマット化プロセスは、前記光ディスクのクラスタのすべてについて行なわれ
ることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　光ディスクをフォーマットするための装置であって、
　光ディスクとデータの記録／再生をするように構成された記録再生部と、
　コントローラであって、
　　前記記録再生部を制御して光ディスクのクラスタに格納された前記読み出されたアク
セス制御情報を読み出し、
　　前記クラスタの識別フィールドに基づいてクラスタのタイプを判定し、
　　前記記録再生部を制御して前記識別フィールドによって判定された前記クラスタのタ
イプに従って前記クラスタのフォーマット化プロセスを行う
　ように構成されたコントローラと
　を備えたことを特徴とする装置。
【請求項１０】
　前記光ディスクは、クラスタの状態情報を格納し、前記状態情報は、未記録、再使用の
ために利用可能、無効、および有効のひとつとして前記クラスタの状態を示すことを特徴
とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記識別フィールドは、未使用、以前使用されたが今は未使用、プライマリー、および
非プライマリーのひとつとして前記クラスタのタイプを示すことを特徴とする請求項１０
に記載の装置。
【請求項１２】
　前記記録再生部は、前記クラスタが非プライマリークラスタである場合、前記状態情報
が前記クラスタを前記フォーマット化後に再使用のために利用可能として示すように前記
状態情報を変更することを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記記録再生部は、前記識別フィールドが前記クラスタを以前使用されたが今は未使用
のクラスタとして示すように前記識別フィールドを変更することを特徴とする請求項１２
に記載の装置。
【請求項１４】
　光ディスクであって、
　アクセス制御情報を格納するクラスタを含むアクセス制御情報領域であって、前記クラ
スタはクラスタのタイプを示す識別フィールドを含み、前記識別フィールドは未使用、以
前使用されたが今は未使用、プライマリー、および非プライマリーのひとつとして前記ク
ラスタのタイプを示し、前記クラスタは前記クラスタのタイプにしたがってフォーマット
された、アクセス制御情報領域と、
　前記クラスタの状態情報を格納する状態情報領域であって、前記状態情報は未記録、再
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使用のために利用可能、無効および有効のひとつとして前記クラスタの状態を示す、状態
情報領域と
　を備えたことを特徴とする光ディスク。
【請求項１５】
　前記状態情報は、前記クラスタを有効なクラスタとして示し、前記識別フィールドは、
前記クラスタをプライマリークラスタとして示すことを特徴とする請求項１４に記載の光
ディスク。
【請求項１６】
　前記状態情報は、前記クラスタを再使用のために利用可能なクラスタとして示し、前記
識別フィールドは、前記クラスタを以前使用されたが今は未使用のクラスタとして示すこ
とを特徴とする請求項１４に記載の光ディスク。
【請求項１７】
　前記クラスタは、更新回数を示す更新カウントを格納することを特徴とする請求項１４
に記載の光ディスク。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体ならびに記録媒体を再フォーマット（ｒｅｆｏｒｍａｔｔｉｎｇ）
するための方法および装置に関し、より詳しくは、記録媒体に含まれる特定の管理領域を
再フォーマットするための方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、大量のデータを記録することが可能な記録媒体として機能する光ディスクが広
く使用されている。その中でも、高画質のビデオデータおよび高音質のオーディオデータ
を長期間記録し格納することができる高密度光記録媒体、例えば、ブルーレイディスク（
ＢＤ：Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（登録商標））が新たに開発されている。
【０００３】
　次世代記録媒体としてのブルーレイディスク（ＢＤ）は、従来のＤＶＤを遥かに超える
データを格納することができる次世代光記録ソリューションになると考えられている。最
近、ＢＤに関連する国際標準技術仕様が他のデジタルデバイスの標準とともに開発されて
いる。
【０００４】
　多くの開発者により、ＢＤの技術標準においてＰＡＣ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）領域の導入について集中的なリサーチが行われたが、ＢＤの技標準
はまだ確立されておらず、開発者には完全な光再生装置を開発することの難しさがある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明は従来技術の限界および欠点を実質的に取り除く記録媒体、記録媒
体を再フォーマットするための方法および装置を対象とする。
【０００６】
　本発明の目的は、記録媒体中のＰＡＣ情報を記録し、記録ユニットベースで記録媒体を
再フォーマットするための方法および装置を提供することである。
【０００７】
　本発明の追加の利点、目的および特徴は、部分的には以下の説明で述べられ、部分的に
は以下の検討により当業者に明らかとなり、本発明の実施から習得することができる。本
発明の目的および他の利点は、記載の説明および特許請求の範囲ならびに添付の図面に特
に指摘した構造によって実現し、達成することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　これらの目的およびその他の利点を達成するため、および本発明の目的に従って個々に
具現され、広く記載されるように、記録媒体を再フォーマットするための方法は、（ａ）
記録媒体の複数の物理アクセス制御情報を複数の記録ユニットで読み出すステップと、（
ｂ）前記複数の記録ユニットに関連する再フォーマット命令を受信すると、各記録ユニッ
トについて初期化プロセスを行うステップとを含み、前記初期化プロセスは、各記録ユニ
ットに記録された情報の属性に従って異なるように行われる。
【０００９】
　本発明の他の態様では、記録媒体を再フォーマットするための方法は、（ａ）ＰＡＣ領
域の各ＰＡＣクラスタに含まれるＰＡＣ＿ＩＤ情報を用いてＰＡＣクラスタのタイプ情報
を認識するステップと、（ｂ）前記ＰＡＣ＿ＩＤ情報が非プライマリーＰＡＣクラスタを
示す場合、再フォーマット動作時にＰＡＣ状態情報およびＰＡＣ＿ＩＤ情報を他の情報に
変更するステップと、（ｃ）前記ＰＡＣ＿ＩＤ情報がプライマリーＰＡＣクラスタを示す
場合、再フォーマット動作時にＰＡＣ状態情報およびＰＡＣ＿ＩＤ情報を維持するステッ
プとを含む。
【００１０】
　本発明の別の態様では、記録媒体を再フォーマットするための方法は、（ａ）ＰＡＣ領
域の各ＰＡＣクラスタに含まれるＰＡＣ＿ＩＤ情報を用いてＰＡＣクラスタのタイプ情報
を認識するステップと、（ｂ）前記ＰＡＣ＿ＩＤ情報が非プライマリーＰＡＣクラスタを
示す場合、再フォーマット動作時にＰＡＣ状態情報およびＰＡＣ＿ＩＤ情報を他の情報に
変更し、ＰＡＣクラスタに含まれるすべての情報を初期化するステップと、（ｃ）前記Ｐ
ＡＣ＿ＩＤ情報がプライマリーＰＡＣクラスタを示す場合、再フォーマット動作時のＰＡ
Ｃ状態情報およびＰＡＣ＿ＩＤ情報を維持するステップとを含む。
【００１１】
　本発明の別の態様では、記録媒体を再フォーマットするための装置は、記録媒体を再フ
ォーマットするための要求を発生する制御部と、前記制御部から再フォーマット要求を受
け取ると、記録媒体を再フォーマットし、各ＰＡＣクラスタに含まれるＰＡＣ＿ＩＤ情報
を用いてＰＡＣクラスタのタイプ情報を認識し、前記ＰＡＣ＿ＩＤ情報が非プライマリー
ＰＡＣクラスタを示すとき、再フォーマット動作時のＰＡＣ状態情報およびＰＡＣ＿ＩＤ
情報を他の情報に変更し、前記ＰＡＣ＿ＩＤ情報がプライマリーＰＡＣクラスタを示すと
き、再フォーマット動作時のＰＡＣ状態情報およびＰＡＣ＿ＩＤ情報を変更することなく
維持する記録再生部とを含む。
【００１２】
　本発明のさらに別の態様では、記録媒体を再フォーマットするための装置は、記録媒体
を再フォーマットするための要求を発生する制御部と、前記制御部から再フォーマット要
求を受け取ると、記録媒体を再フォーマットし、各ＰＡＣクラスタに含まれるＰＡＣ＿Ｉ
Ｄ情報を用いてＰＡＣクラスタのタイプ情報を認識し、前記ＰＡＣ＿ＩＤ情報が非プライ
マリーＰＡＣクラスタを示すとき、再フォーマット動作時のＰＡＣ状態情報、ＰＡＣ＿Ｉ
Ｄ情報およびＰＡＣクラスタに含まれるすべての情報を初期化し、前記ＰＡＣ＿ＩＤ情報
がプライマリーＰＡＣクラスタを示すとき、再フォーマット動作時のＰＡＣ状態情報およ
びＰＡＣ＿ＩＤ情報を変更することなく維持する記録再生部とを含む。
【００１３】
　本発明の前述した一般的な説明と後述する詳細な説明は両方とも、例示であり、説明を
目的のものであり、特許請求の範囲に記載された本発明のさらなる説明を提供することを
意図していることが理解されるべきである。
【００１４】
　本発明のさらなる理解を提供するために含められ、本願に組み込まれ、その一部を構成
する添付の図面は、本発明の実施形態を示し、説明と共に本発明の原理を説明する役割を
果たす。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
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　以下、本発明の好ましい実施の形態について、詳細に参照することとする。本発明の好
ましい実施の形態の例は、添付の図面に示されている。可能な場合には、同一の参照符号
は、図面全体を通じて同一または類似の部分を参照するために使用されるであろう。
【００１６】
　本発明を説明するのに先立って、本発明で開示される多くの用語は、必要に応じて出願
人によって選ばれ、本発明の下記の説明において、以降、開示されることになる。それゆ
え、出願人によって定義された用語は、本発明の意味に基づいて理解されることが好まし
い。
【００１７】
　本発明で使用する記録媒体は、すべての記録可能な媒体を指称し、例えば、光ディスク
、磁気ディスク、および磁気テープなどである。
【００１８】
　本発明の説明の便宜およびより良い理解のため、本願の上述した記録媒体として、以下
、光ディスクを例として使用することとする。
【００１９】
　用語「再フォーマット」は、再記録可能な光ディスクのような記録媒体が使用される間
に発生した特定の原因により記録媒体のフォーマットを再初期化するプロセスを指称する
。特に、記録媒体に記録された古いデータを危険から保護するために、再フォーマット許
容条件が与えられたときだけ、再フォーマット動作が行われ、本発明ではまず、再フォー
マット許容条件が与えられたことを前提とし、この前提のもとで記録媒体の特定管理領域
（例えば、ＰＡＣ領域）を再フォーマットするための方法について開示することとする。
【００２０】
　用語「ＰＡＣ」は、記録媒体の物理アクセスを制御するためのプロセスを指称する。例
えば、記録媒体に含まれるＰＡＣ領域は、ＰＡＣ関連制御情報が記録された特定の領域を
指称し、ＰＡＣクラスタは、ＰＡＣ領域に含まれる単一の記録ユニットを指称し、その詳
細な説明は、図１および２を参照して、以下で与えられよう。
【００２１】
　図１は、本発明による記録媒体の物理的構造を示している。例えば、記録媒体として機
能する光ディスクは、ユーザー定義データを記録するためのデータ領域と、ディスクを管
理できる各種の情報を記録するためのリードイン領域とを含む。このリードイン領域は、
ディスクの内側の領域に含まれる。
【００２２】
　リードイン領域の一端はＰＡＣ領域を含む。ＰＡＣ領域は、複数の記録ユニット、例え
ば、ｎ個のＰＡＣクラスタ（ＰＡＣクラスタ１～ＰＡＣクラスタｎ）を含む。
【００２３】
　換言すると、単一のＰＡＣクラスタは、各ディスクについてＰＡＣ情報を含む。ＰＡＣ
クラスタに含まれる詳細な情報については、下記の説明において後述することとする。
【００２４】
　図１では、ディスクに含まれる単一のＰＡＣ領域のみが例示的に示されているが、この
例は、説明の便宜のために与えられていることに留意すべきである。例えば、記録媒体が
２つのＰＡＣ領域を含む場合、同じ情報が２つのＰＡＣ領域に記録され、ＰＡＣ領域に記
録された情報が危険からより確実に保護することができる。
【００２５】
　一般に、リードイン領域は、ディスクの欠陥および一般的な管理機能を管理するための
ＤＭＡ（Ｄｅｆｅｃｔ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ）を含む。このＤＭＡは、その
中にＤＤＳ（Ｄｉｓｃ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）を記録する。
【００２６】
　上記のＰＡＣ領域に含まれる各ＰＡＣクラスタの状態を示す状態情報は、ＤＤＳに記録
される。例えば、２ビットが、各ＰＡＣクラスタの状態情報を示すことができるように、
各ＰＡＣクラスタに割り振られる。
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【００２７】
　例えば、ＰＡＣクラスタの状態情報が所定の番号「００」であれば、このＰＡＣクラス
タは、図１の「未記録」によって記されるように未使用のＰＡＣクラスタを示す。ＰＡＣ
クラスタの状態情報が所定の番号「０１」であれば、このＰＡＣクラスタは、図１の「再
使用のために利用可能」によって記されるように、以前に使用されたとしても現在、再使
用可能である。ＰＡＣクラスタの状態情報が所定の番号「１０」であれば、このＰＡＣク
ラスタは、図１の「無効」によって記されるように、無効の情報が記録されている特定の
ＰＡＣクラスタを示す。ＰＡＣクラスタの状態情報が所定の番号「１１」であれば、この
ＰＡＣクラスタは、図１の「有効」によって記されるように、現在有効な情報が記録され
ている特定のＰＡＣクラスタを示す。
【００２８】
　したがって、図３に示された光記録再生装置は、ＤＤＳに含まれるＰＡＣクラスタ状態
情報を検出することにより、各ＰＡＣ領域に含まれるすべてのＰＡＣクラスタの現在状態
情報を認識することができる。
【００２９】
　図２は、本発明による記録媒体のＰＡＣクラスタに含まれる情報を示している。図２を
参照すると、記録ユニットとして働く１つのクラスタが３２のデータフレームを含む。単
一のデータフレームは、２０４８バイトのデータを含む。
【００３０】
　より詳しくは、最初のデータフレーム（Ｄａｔａ　Ｆｒａｍｅ　０）の一部がＰＡＣヘ
ッダー情報として対応するＰＡＣクラスタに関連する一般情報を含む。残りの３１のデー
タフレーム（データフレーム１～データフレーム３１）および最初のデータフレーム（デ
ータフレーム０）のヘッダー情報以外の残りの領域は、対応するＰＡＣクラスタの固有情
報を含む。言うまでもないが、図２に示すように、最後のデータフレーム（データフレー
ム３１）は、必要に応じて予約領域として残すことができる。
【００３１】
　ＰＡＣクラスタに含まれる最初のデータフレーム（データフレーム０）の一部に記録さ
れたＰＡＣヘッダー情報は、対応するＰＡＣクラスタタイプを示す認識情報として使用さ
れる。ＰＡＣヘッダー情報は、最初のフィールド「ＰＡＣ＿ＩＤ」、ＰＡＣクラスタのフ
ォーマットバージョン情報を記録するための二番目のフィールド「ＰＡＣフォーマット」
および更新回数を記録するための三番目のフィールド「更新カウント」を含む。
【００３２】
　最初のフィールド「ＰＡＣ＿ＩＤ」を認識できない光記録再生装置の場合、ＰＡＣヘッ
ダー情報は、ディスクの物理アクセス制御情報を記録するための最初のフィールド「未知
のＰＡＣ規則」および二番目のフィールド「未知のＰＡＣＥｎｔｉｒｅ＿Ｄｉｓｃ＿ｆｌ
ａｇｓ」を含み、また、最初のフィールド「未知のＰＡＣ規則」によって制御されるディ
スクの特定の領域を指定するセグメント情報を含む。特に、ディスクは、必要に応じて最
大３２のセグメント情報ユニットを含むことができる。ＰＡＣヘッダー情報は、現在ＰＡ
Ｃクラスタに含まれるセグメントの数を示す最初のフィールド「セグメントの数」および
ディスクに含まれる各セグメントの位置情報を含む複数のフィールド「Ｓｅｇｅｍｎｔ＿
ｉ（ｉ＝０～３１）」を含む。
【００３３】
　フィールド「ＰＡＣ＿ＩＤ」を認識できる光記録再生装置の場合、ＰＡＣヘッダー情報
は、制御情報を提供できる所定の「既知のＰＡＣ　Ｅｎｔｉｒｅ＿Ｄｉｓｃ＿ｆｌａｇｓ
」を含む。
【００３４】
　また、複数のフィールド「ＰＡＣ特定情報」は、対応するＰＡＣクラスタの特定の一般
情報およびその制御情報を含む。ＰＡＣクラスタの上述した特定の一般情報および制御情
報は、フィールド「ＰＡＣ＿ＩＤ」を認識する光記録再生装置により、ディスク記録再生
動作が行われときに参照することができる。
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【００３５】
　各ＰＡＣクラスタは、図２に示すデータ構造を有しており、上述したフィールドの中で
対応するフィールドに含まれるすべてのバイトは、その対応するフィールドが使用されな
いときは「００ｈ」とするように決められている。それゆえ、「００ｈ」の値は、現在未
使用のフィールドを指定することができる。
【００３６】
　例えば、上記の対応するＰＡＣクラスタによって管理されるセグメントの数が２である
場合、「セグメントの数」は２の値を保持する。フィールド「Ｓｅｇｅｍｎｔ＿０」は、
対応するセグメントがディスクにおいて始まる開始アドレスを記録する。フィールド「Ｓ
ｅｇｅｍｎｔ＿１」は、その対応するセグメントが終了される終了アドレスを記録する。
残りのフィールド「Ｓｅｇｅｍｎｔ＿２」～「Ｓｅｇｅｍｎｔ＿３１」のすべてのバイト
はそれぞれ「００ｈ」に設定される。このような方法で、複数のフィールド「ＰＡＣ固有
情報」の中で未使用のフィールドに含まれるすべてのバイトはそれぞれ「００ｈ」に設定
することができる。
【００３７】
　特に、フィールド「ＰＡＣ＿ＩＤ」は、本発明にとって重要である。より詳細には、本
発明は、様々な再フォーマット動作が個々のＰＡＣクラスタタイプに従って行われること
を特徴としている。上述したＰＡＣ＿ＩＤ情報は、対応するＰＡＣクラスタのタイプ情報
を決定できる特定の情報として使用される。
【００３８】
　本発明は、ＰＡＣクラスタを大きく３つのＰＡＣクラスタタイプに分類する。すなわち
、未使用のＰＡＣクラスタを示す未使用ＰＡＣクラスタ、プライマリーＰＡＣクラスタ、
および非プライマリークラスタである。より詳細には、１つまたは複数のＰＡＣクラスタ
は、各ディスクのＰＡＣ領域に強制的に含められなければならず、非プライマリーＰＡＣ
クラスタは、プライマリーＰＡＣクラスタによって定義されない。
【００３９】
　例えば、特定のＰＡＣクラスタにおける３バイトのＰＡＣ＿ＩＤが「ＰＡＣ＿ＩＤ＝０
０　００　００ｈ」によって記される場合、このＰＡＣクラスタは未使用のＰＡＣクラス
タを示し、特にもとの未使用のＰＡＣクラスタを示す。３バイトのＰＡＣ＿ＩＤフィール
ドは「ＰＡＣ＿ＩＤ＝ＦＦ　ＦＦ　ＦＦｈ」によって記される場合、このＰＡＣクラスタ
は以前使用されたＰＡＣクラスタを示し、特に、図２の「以前使用され、現在未使用のＰ
ＡＣクラスタ」によって記されるように、以前使用され、現在未使用のＰＡＣクラスタを
示す。
【００４０】
　例えば、３バイトのＰＡＣ＿ＩＤフィールドが「ＰＡＣ＿ＩＤ＝５０　５２　４Ｄｈ」
によって記されるように標準仕様として所定の特定の値を有する場合、このＰＡＣクラス
タはプライマリーＰＡＣクラスタを示す。３バイトのＰＡＣ＿ＩＤフィールドが上述した
特定の値とは異なる別の値を有する場合、このＰＡＣクラスタは非プライマリーＰＡＣを
示す。
【００４１】
　それゆえ、非プライマリーＰＡＣクラスタは、多様なＰＡＣ＿ＩＤ値に設定することが
できるが、標準仕様として決められた所定の値を使用しなければならない。換言すると、
特定の非プライマリーＰＡＣクラスタが標準化されると、対応するＰＡＣ＿ＩＤフィール
ドは特定の値となるように決定される。したがって、非プライマリーＰＡＣクラスタが標
準化される前に製造された光記録再生装置は、非プライマリーＰＡＣクラスタのＰＡＣ＿
ＩＤを認識することができない。このように、光記録再生装置が特定のＰＡＣクラスタの
ＰＡＣ＿ＩＤフィールドを認識できない場合、ディスク再生記録アクセスは、上述したよ
うに、ＰＡＣクラスタに含まれるフィールド「未知の規則」に記録された制御スキームに
よって制御される。
【００４２】
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　記録媒体を再フォーマットするための方法および装置について、以下、図３～図５を参
照して説明することにする。
【００４３】
　図３は、本発明による光記録再生装置を示すブロック図である。図３を参照して、光記
録再生装置は主に、記録再生ユニット２０および制御部１２を含む。
【００４４】
　記録再生部２０は、光ディスクに記録されたデータおよび管理情報を読み出すためのピ
ックアップ部１１と、ピックアップ部１１を制御するサーボ１４と、ピックアップ部１１
から受信された再生信号を希望する信号値に修復するか、記録される信号を光ディスクに
記録される信号に変調して、修復または変調された結果をピックアップ部１１に送信する
ための信号処理部１３と、光ディスクから読み出された管理情報を一時的に格納するため
のメモリー１５と、上述した動作を制御するためのマイコン１６とを含む。特に、記録再
生部２０のみを構成する製品は「ドライブ」と称される。
【００４５】
　制御部１２は、光記録再生装置の全体的な動作を制御するよう適合され、ユーザーとイ
ンターフェースすることによってユーザーからコマンドを受信し、受信したコマンドを記
録再生部２０に含まれるマイコン１６に送信して、光記録再生装置がユーザーコマンドに
関連する動作を行うことができるようにする。特に、制御部１２は、記録再生部２０から
受信したディスク管理情報を用いた記録再生コマンドを生成し、記録再生コマンドを記録
再生ユニット２０に送信する。
【００４６】
　上述した動作に関連して、ＡＶ（オーディオ／ビデオ）デコーダー１７は、最終的に制
御部１２からの制御信号を受け取ると出力データを復号し、復号した出力データをユーザ
ーに送信する。ＡＶエンコーダー１８は、制御部１２からの制御信号を受け取ると入力信
号をＭＰＥＧ２トランスポートストリームのような特定のフォーマット信号に変換し、特
定のフォーマット信号を記録再生ユニット２０に含まれるシグナルプロセッサ１３に送信
し、希望する信号が光ディスクに記録できるようにする。
【００４７】
　上述した光記録再生装置における本発明による再フォーマット動作について、以下、図
４および図５を参照して説明することにする。
【００４８】
　ユーザーからのコマンドを受け取ると、制御部１２は、ディスク再フォーマットコマン
ドを記録再生部２０に送信する。この再フォーマットコマンドは、ディスクに格納された
データを危険から保護するために厳しい条件下で許容される。本発明は、ディスクが再フ
ォーマットコマンドの実行を許容できることを前提としていることに留意されたい。この
再フォーマットコマンドを受信した記録再生部２０は、本発明に関連するＰＡＣ領域を再
フォーマットしつつ、図４および図５に示された動作を行う。
【００４９】
　図４は、本発明の好ましい実施形態に従ってＰＡＣ領域を再フォーマットするための方
法を示すフローチャートである。
【００５０】
　図４を参照すると、再フォーマット動作中に、記録再生部２０は、ＰＡＣクラスタのＰ
ＡＣ＿ＩＤ情報を用いてＰＡＣクラスタのタイプ情報を認識する。ＰＡＣ＿ＩＤ情報が非
プライマリーＰＡＣクラスタを示す場合、記録再生部２０はＰＡＣ状態情報およびＰＡＣ
＿ＩＤ情報を他の情報に変更する。そうでなければ、ＰＡＣ＿ＩＤ情報は、プライマリー
ＰＡＣクラスタを示す場合、記録再生部２０は、ＰＡＣ状態情報およびＰＡＣ＿ＩＤ情報
を変更することなく維持する。
【００５１】
　より詳細には、記録再生部２０がステップＳ１０で再フォーマットコマンドを受信する
場合、ステップＳ２０でＰＡＣ＿ＩＤ情報を用いてＰＡＣ領域に含まれる各ＰＡＣクラス
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タのタイプ情報を認識する。
【００５２】
　ＰＡＣクラスタのタイプ情報がステップＳ２０で図２の「ＰＡＣ＿ＩＤ＝５０　５２　
４Ｄｈ」によって記されるようにプライマリーＰＡＣクラスタを示す場合、プライマリー
ＰＡＣクラスタは、再フォーマット動作が行われた後に残らなければならないＰＡＣクラ
スタを示す。それゆえ、記録再生部２０は、ステップＳ３０でＤＤＳに記録されたＰＡＣ
状態情報およびＰＡＣ＿ＩＤ情報を変更することなく継続して維持しなければならない。
しかし、ＰＡＣクラスタに含まれるフィールド「更新カウント」に格納された更新回数は
、ステップＳ３０で所定の数１だけ増加される。
【００５３】
　ＰＡＣクラスタのタイプ情報がステップＳ２０で図２の「ＰＡＣ＿ＩＤ＝００　００　
００ｈ」または「ＰＡＣ＿ＩＤ＝ＦＦ　ＦＦ　ＦＦｈ」によって記されるように未使用の
ＰＡＣクラスタであると判定される場合、ＰＡＣクラスタは、再フォーマット動作が行わ
れた後に残らなければならない。それゆえ、記録再生部２０は、ステップＳ３０でＰＡＣ
状態情報およびＰＡＣ＿ＩＤ情報を変更することなく維持しなければならない。
【００５４】
　ＰＡＣクラスタのタイプ情報がステップＳ２０で特定の非プライマリーＰＡＣクラスタ
を示す場合、ＰＡＣクラスタは、再フォーマット動作中に未使用のＰＡＣクラスタに変更
されなければならない。したがって、ＤＤＳに含まれる対応するＰＡＣクラスタの状態を
示すＰＡＣ状態情報は、ステップＳ５０で有効状態を示す第１のデータ（例えば、「１１
ｂ」）から再使用のために利用可能な状態を示す第２のデータ（例えば、「０１ｂ」）に
変更される。また、ＰＡＣクラスタに含まれるＰＡＣ＿ＩＤフィールドは、ステップＳ５
１で未使用のＰＡＣクラスタを示す「ＰＡＣ＿ＩＤ＝ＦＦ　ＦＦ　ＦＦｈ」によって記さ
れる特定の情報に変更されなければならない。この場合、ＰＡＣクラスタに格納されたす
べての情報を初期化する必要はなく、再フォーマット動作は、ステップＳ５１でＰＡＣ状
態情報およびＰＡＣ＿ＩＤ情報が他の情報に変更されるという条件で完了される。
【００５５】
　上述したステップＳ２０～Ｓ５１は、ステップＳ６０でＰＡＣ領域に含まれるすべての
ＰＡＣクラスタに達するまで繰り返される。上述したステップＳ２０～Ｓ５１があらゆる
ＰＡＣクラスタタイプについて完了されると、ＰＡＣ領域についての再フォーマット動作
も完了される。
【００５６】
　図５は、本発明の別の好ましい実施形態に従ってＰＡＣ領域を再フォーマットするため
の方法を示すフローチャートである。
【００５７】
　図５を参照して、再フォーマット動作中に、記録再生部２０は、ＰＡＣクラスタのＰＡ
Ｃ＿ＩＤ情報を用いてＰＡＣクラスタのタイプ情報を認識する。ＰＡＣ＿ＩＤ情報が非プ
ライマリーＰＡＣクラスタを示す場合、記録再生部２０はＰＡＣ状態情報およびＰＡＣ＿
ＩＤ情報を初期化する。そうでなければ、ＰＡＣ＿ＩＤ情報がプライマリーＰＡＣクラス
タを示す場合、記録再生部２０はＰＡＣ状態情報およびＰＡＣ＿ＩＤ情報を変更すること
なく維持する。
【００５８】
　換言すれば、図５に示された第２の好ましい実施形態によれば、非プライマリーＰＡＣ
クラスタの再フォーマット動作中に、非プライマリーＰＡＣクラスタに含まれるすべての
情報が、図４に示された第１の好ましい実施形態と異なり、「００ｈ」または「ＦＦｈ」
の値に初期化される。
【００５９】
　上記の説明から明らかなように、本発明による記録媒体を再フォーマットするための方
法および装置は、記録媒体に含まれる特定の管理領域を効率的に再フォーマットすること
ができる。
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【産業上の利用可能性】
【００６０】
　当業者には、本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく本発明において様々な修正
および変更をなし得ることが明らかであろう。よって、本発明は、添付の特許請求の範囲
およびその均等の範囲内に入ることを条件として、本発明の修正および変更形態を網羅す
ることが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明による記録媒体の物理的構造を示す図である。
【図２】本発明による記録媒体のＰＡＣクラスタに含まれる情報を示す図である。
【図３】本発明による光記録再生装置を示すブロック図である。
【図４】本発明による記録媒体を再フォーマットするための方法を示すフローチャートで
ある。
【図５】本発明による記録媒体を再フォーマットするための方法を示すフローチャートで
ある。

【図１】 【図２】
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【図５】
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